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平成３０年度の温室効果ガス排出量の調査結果は次のとおりです。

全ての区分において削減することができ、合計で８．０トン削減できた結果となりました。

ただし、この排出量は使用量×排出係数で求められ、排出係数は毎年変動しその係数に大きく左

右されるため、使用量自体の削減に努めていきます。

　当消防組合では、地球温暖化対策の推進に関する法律（平成１０年法律第１１７号。以下「地温

暖化対策推進法」という。）第２１条第１項に基づく地方公共団体実行計画として「宮崎県東児湯

消防組合地球温暖化対策実行計画」を策定し、事務・事業により生じる温室効果ガスの排出削減に

努め、地球温暖化対策の推進をより一層取り組んでいます。
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平成３０年度温室効果ガス排出量調査結果

第１期宮崎県東児湯消防組合地球温暖化対策実行計画
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